
 

 

実践のまとめ（第６学年 社会科） 

 

 南魚沼市立三用小学校 教諭 平川 舞央 

 

１ 研究テーマ 

社会的な見方・考え方を働かせ、主体的に課題を追究する力の育成 

～学習計画を立てる活動を通して～ 

                   

２ 研究テーマについて 

(1) テーマ設定の意図 

学習指導要領、社会科の目標には、「社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり

解決したりする活動を通して，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な

国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を養う」「社会的事象の特色

や相互の関連，意味を多角的に考えたり，社会に見られる課題を把握して，その解決に向け

て社会への関わり方を選択・判断したりする力，考えたことや選択・判断したことを適切に

表現する力を養う。」とある。学習指導要領にもあるように、社会的事象に対して、主体的

に問題解決しようとする態度を養うとともに、多角的に考え、仲間と協働しながら課題を追

究したり解決したりする力を鍛えることが、これからを生きる児童には大切である。 

  しかし、これまで授業では、「先生、今日何をやりますか？」と児童から聞かれることが

たびたびあった。当学級の児童が「授業は、教師主導で行われるもの」という認識をもって

いることが分かり、「自分たちで主体的に学びを追究していく時間と捉えていない」という

ことを痛感した。私自身、授業が児童にとって“わかる”“わかりやすい”という点に焦点

を当て、動画コンテンツを活用したり、資料の説明をしたりしてきた。しかし、その結果と

して、児童自身が課題を追究したり解決しようとしなくなったり、学習に臨む姿勢が受け身

になったりする姿が見られる。 

そこで、本実践を通して、教科書や資料集を読んだりノートを書いたりする活動も教師の

指示に従って行うだけでなく、自ら教科書や資料集を使って調べたり、ノートに書き込んだ

りする姿を期待したい。教師から示される内容だけを受け取るのではなく、自分たちで学び

進めていく力を養いたい。 

学習指導要領をふまえ、児童が主体的に問いを追究し、社会的な見方・考え方を働かせな

がら学習を進める力を養うことが大切だと感じ、本研究テーマを設定した。 

 

(2) 研究テーマに迫るために  

① 資料を効果的に活用し、単元を貫く問いを設定する 

資料や映像を基に、児童のつぶやきを拾い、クラス全体で単元を貫く問いを設定す 

る。その際、単元の学習内容に即した資料を精選し、「なぜ」「どうして」といった驚

きや疑問を大切にしていく。 

 

② 学習計画を立てる活動 

問いに対する予想を基に、「何を」「なぜ」調べるのかを明確にする。年表や教科書、

資料集を活用して出来事を整理し、見出しを付けてグルーピングすることで、児童自身が

学習内容を見いだせるよう支援する。 



 

 

このように学習計画を立てる時間を確保することで、児童は見通しをもち、その後の学

習を主体的に追究していくことができると考える。 

 

 

(3) 研究テーマに関わる評価 

  研究テーマに迫る手立てが有効か検証するために、アンケートで検証を行う。 

 

 

 

 

 

３ 単元と指導計画 

(1) 単元名 

   幕府の政治と人々の暮らし（小学６年 教育出版） 

(2) 単元（題材）の目標 

  ・武士による政治が安定したことについて理解するとともに、絵画資料や文化財、地図帳 

や地球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べる技能を身 

につけるようにする。 

  ・江戸幕府の政治の特色、出来事や人物の関連や意味を多角的に考える力、その時代の社 

会に見られる課題を把握して、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明したり、 

それらをもとに議論したりする力を養う。 

  ・江戸幕府の政治について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社 

会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考 

や理解を通して、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

 

 

(3)単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

・世の中の様子、人物の働き

や代表的な文化遺産などに

ついて、絵画資料や文化

財、地図帳や地球儀、年表

などの資料で調べ、必要な

情報を集め、読み取り、参

勤交代や身分制度、鎖国な

どの幕府の政策について理

解している。 

・調べたことを年表や図表な

どにまとめ、武士による政

治が安定したことを理解し

ている。 

・世の中の様子、人物の働き

や代表的な文化遺産などに

着目して、問いを見いだ

し、参勤交代や鎖国などの

幕府の政策、身分制度につ

いて考え、表現している。 

・参勤交代や鎖国などの幕府の

政策、身分制度を関連づけた

り総合したりして、この頃の

世の中の様子を考え、適切に

表現している。 

・江戸幕府の政治につい

て、予想や学習計画を

立てたり、学習を振り

返ったりして、主体的

に学習課題を追究し、

解決しようとしてい

る。 

・「社会科の学習で、自ら教科書や資料集を開いて調べているか。(実践の前後で検証) 

・単元の最初に課題をつくったり計画を立てたりすることは、その後の学習にどのよう

につながったか。（実践の後でアンケートをとる） 



 

 

(4) 単元の指導計画と評価計画（全７時間、本時２／７時間） 

次 

(時数) 

学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

１次 

（２） 

 つ 

 か 

 む 

 

 本 

 時 

・資料から江戸幕

府が長く安定し

て続いていたこ

とを捉える。 

 

 

 

・学習課題に対す

る予想を立て、

学習計画を立て

る。 

◎資料から他の時代と江

戸時代を比べ、単元を

貫く問いを考えよう。 

 

 

 

 

◎問いに対する予想を出

し合い、学習計画を立

てよう。 

 

主体的に学習に取り組む態度 

資料から気づいたことを挙げ、何を

追究するか考えようとしている。 

 

 

 

主体的に学習に取り組む態度 

既習事項を生かして、学習課題の予

想を立てたり、何を調べる必要があ

るか計画を立てたりしている。 

【発言・ノート】 

２次 

（３） 

調 

べ 

る 

・江戸幕府の大名

支配の仕組みを

捉える。 

 

・江戸幕府の民衆

の支配の仕組み

を捉える。 

 

・江戸幕府が外国

とどのように関

わっていたのか

捉える。 

◎江戸幕府は、どうやっ

て大名を支配したの

か。 

 

◎江戸幕府は、どうやっ   

 て民衆を支配したの

か。 

 

◎江戸幕府は、外国とど

のように関わっていた

のだろうか。 

知識・技能 

江戸幕府がどのように大名を支配し

たのか理解している。 

  【発言・ノート】 

知識・技能 

江戸幕府がどのように民衆を支配し

ていたのか理解している。 

【発言・ノート】 

知識・技能 

江戸幕府が外国とどのように交流を

したのか理解している。 

【発言・ノート】 

３次 

(２) 

深 

め 

る 

・江戸幕府が長く

続いていたのは

なぜか考える。 

 

・テスト、振り返

り 

◎江戸幕府が長く続いた

理由を徳川家康にプレ

ゼンしよう。 

 

◎テストと単元の振り返

りをしよう。 

思考・判断・表現 

なぜ江戸幕府が長く続いたのかそれ

ぞれの政策の良さを多角的に考えて

いる。     【発表・ノート】 

知識・理解/思考・判断・表現 

本単元の学習到達度をはかる。 

【テスト】 

 

４ 単元（題材）と児童 

(1) 単元について 

本単元は、江戸幕府の政治の安定について幕府の政策に着目して学習する単元である。本

実践では、秀吉没後の年表、江戸幕府の歴代将軍、国内の争いの数の推移がわかる資料を提

示する。児童の驚きや問題意識を引き出し「江戸時代が平和に長く続いたのかどうして

か。」や「江戸幕府はどんな取組を行ったのか。」、「江戸時代は、なぜ他の時代より長く

幕府の支配体制が続いたのか。」など単元を貫く問いにつなげたい。また、その課題解決の

江戸時代は、なぜ支配体制が長く続いたのか。⇒幕府はどんな政策を行ったのか。 



 

 

ために対して何を調べる必要があるのか、今後の学習計画を立てる。そうすることで、より

主体的に学習に臨むことができると考える。 

(2) 児童の実態(男子８人 女子７人 計15人） 

  本学級で行った「社会科の授業が好きですか？」という質問アンケートにおいて、「好

き」と回答した児童が９人、「まあ好き」と回答した児童が５人、「嫌い」と回答した児童

が１人だった。また、児童は、授業中に気付いたことやおもしろいと思ったことを声に出

し、全体に広めようとするなど、興味をもって学習に取り組んでいる様子がある。 

歴史の学習では、ミライシードのオクリンクプラスを活用し、班ごとに問いを立て調べる

活動を行ってきた。問いを立てたり、調べたりする活動を行うことで、自分から教科書や資

料集、地図帳や国語辞典を開き、読んだり見返したり、またそれをノートに書き込んだりす

る様子が見られるようになった。 

しかし、単元を貫く問いが班ごとに異なると、学級全体で学習を進めていく際に、班で立

てた学習課題が形骸化してしまった。その結果、主体的に課題を追究する姿から離れてしま

った。そこで、同じ資料を見ながら学級全体で問いを設定し、学習計画を立てる活動を設定

したい。また、既習事項を活用し社会的な見方や考え方を働かせながら、主体的に課題を追

究する姿を期待したい。 

 

５ 本時の展開 

(1) ねらい 

  問いに対する予想を出し合い、学習計画を立てる。 

(2) 展開の構想 

  本時は、単元を貫く問いを解決するために、どのように学習を進めていく必要があるの

か、児童が学習計画を立てる時間である。児童自身で学習計画を立てることで、問題解決

の見通しがもてるようになること、自分たちの学習という自覚と学習への責任をもつ等、

主体的に解決に向かうようになることをねらう。   

最初に前時の学習内容を想起させたあと、児童の「調べたい」という気持ちを引き出す

ために、追加資料として、江戸幕府15代将軍の資料を提示する。次に、江戸幕府がどのよ

うにして長く平和な時代を築いたのか予想する。その際、「鎌倉時代のように、全国に守

護、地頭を置いたのではないか。」「源頼朝のように御恩と奉公で武士を従えたのではな

いか。」「戦いが少ないから秀吉のように刀狩を行ったのではないだろうか。」など、既

習事項を活用していけるように壁掲示にも着目するように促す。 

その後に資料集の年表を開き、調べていきたいことを付箋に書いていく。今回は、江戸

幕府の支配体制の基礎ができた３代将軍の頃までの年表を提示する。江戸幕府が行った政

策を見て、その語句からどんな政策なのか予想し、「大名の支配」「人々の支配」「外国

とのかかわり」の３つで仲間分けをする。予想が難しい場合には、資料集や教科書を使っ

て調べるように促す。そして、これから何を調べていくと良いのか児童が見通しをもてる

ように支援する。 

 

 

 

 

 



 

 

(3) 展開 

時間 

(分) 

学習活動 教師の働き掛け 

予想される児童（生徒）の反応 

□評価 ○支援 ◇留意点 

５分 ①前時の内容を想 

起する。 

Ｔ前回は、何をしましたか。 

Ｃ江戸幕府が他の時代より戦いが少

ないことを知りました。 

Ｃ問いを立てました。 

 

 

〇単元を貫く問いを提示す

る。 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

 

②学習課題に対す

る予想を出し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③これから「調べ

ること」を考

え、話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④付箋に書いて発

表する。内容を

吟味する。 

 

 

 

Ｔ江戸幕府はどんな政策を行ったと

思いますか。（予想） 

Ｃ税金を下げる⇒国民の負担減 

Ｃ豊臣秀吉の刀狩を行う⇒農民が反

乱しないように。 

Ｃ織田信長の楽市楽座⇒商売が盛ん

になるようにした。 

Ｃ頼朝は御恩と奉公⇒領地を与えて

武士を支配したよ。 

Ｃ武力を使ったと思うよ。 

 

Ｔでは、江戸幕府はどんな政策を行

ったのでしょうか。年表を見てみ

ましょう。 

Ｃなぜ海外の渡航・帰国を禁止した

のか。⇒外国との関係。 

Ｃ武家諸法度とは何か。（武士に対

して何か出したのではないか。）

⇒武士の支配 

Ｃ島原・天草一揆がおきている。

人々の生活はどうなっているの

か。⇒人々の支配 

Ｔ調べたいことを付箋に書きましょ

う。 

Ｃこれは、外国のことだよね。 

 

 

 

 

〇これまで学習した時代の

振り返りノートを掲示。 

 

◇既習や現在の政治の様子

を生かしながら江戸幕府

の取組をつかめるように

する。 

◇それぞれの政策について

吟味する。 

 

 

 

 

 

〇年表を拡大したものを提  

 示する。 

◇用語や語句に着目しなが

ら、どのような意図で行

われたのかを予想するよ

うにする。予想できない

場合には、資料集や教科

書を使って調べるように

促す。 

 

 

 

 
 

◇付箋は、オクリンクプラ

スを活用する。 

◇児童の短冊をグルーピン

グしていく。 

５分 ⑤学習計画を立て

る。（次時への

見通し） 

Ｔ学習計画を立てましょう。 

＜学習計画＞ 

・大名への取り組み 

・人々の支配への取り組み 

・外国との関わり 

□学習問題について、予想

したり学習計画を立てたり

して解決の見通しをもって

いる。【ノート・発言】 

 

☆江戸時代は、なぜ支

配体制が長く続いたの

か。⇒江戸幕府はどん

な政治を行ったのか。 

 

 

◎問いに対して予想を出し合い、学習計画を立てよう。 

 

 



 

 

(4) 評価 

評価方法 記述 

 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Ａ 世の中の様子、人物の動き、代表的な

出来事に着目して計画を立てている。 

江戸時代の学習に対して、既習事項を生か

しながら予想や学習計画を立てようとして

いる。 

Ｂ 資料から計画を立てている。 江戸時代の学習に対して、予想や学習計画

を立てようとしている。 

Ｃ Ｂに満たない。 Ｂに満たない。 

 

６ 実践を振り返って 

(1) 授業の実際 

   前時の内容を想起する場面では、「時代が長いけど、戦が少ない」「他の時代よりも平和

だ」とこれまで学習した時代との違いについて話す姿が見られた。 

学習活動①の予想を出す場面では、「わからない」「何て書けばいいんだろう」「調べて

もいいのかな」というつぶやきがたくさんあり、児童が予想を立てられず困った様子が見て

取れた。既習事項から考えられるように壁の掲示を参考にするよう促したが、予想を立てる

ヒントにはならなかった。その中でも「法律を作ったのでは。」と考えた児童がおり、数人

の児童がその考えに賛同した。資料集を開き、「武家諸法度」と答える児童もいた。児童は

早く調べ活動に取り組みたい様子だったが、教師が主導して「江戸幕府が武士、農民に対し

て何をしたんだろう？」と聞き、年表を見て調べる活動に入った。 

学習活動②の年表を見ながら調べることを考える場面では、多くの児童は困惑しながら学

習に取り組んでいた。年表を見ながら、武士、農民、外国と誰に対しての政策なのか資料集

を見ながら考えたが、情報量が多くどう書いていいのかわからない様子だった。 

一方で、社会科の資料集や教科書、国語辞典を出してきて必死に調べ考える児童の姿が見

られた。 

 

(2) 研究テーマに関わる評価 

①表１は、６年生児童15人を対象とした社会科の学習についてのアンケート結果である。

表１から、社会科の授業に対する取り組み方の肯定的評価の数値が上昇していることが

分かる。特に「社会科の学習で、自ら教科書や資料集を開いて調べていますか。」の質

問で、単元終了後の回答で「はい」と答えた児童の人数が７人から14人へと大きく増えた。  

表１   単元開始時                              単元終了後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい

46%
いいえ

54%

社会科の学習で自ら教科書や資

料集を開いて調べていますか。

はい

93%

いいえ

7%

社会科の学習で自ら教科書や資

料集を開いて調べていますか。

はい

40%
いいえ

60%

社会科の学習で考えたり調べた

りしたことを話したり発表した

りしていますか。

はい

60%

いいえ

40%

社会科の学習で調べたり考えた

りしたことを話したり発表した

りしていますか。



 

 

 これは、単元を貫く問いを立て、その後に学習計画を立てたことで、「何を調べればよ 

いか」が児童にとって明確になり、「自ら教科書や資料集で調べる活動」に結びついたと 

考えられる。「社会科の学習で考えたり調べたりしたことを話したり発表したりする活 

動」については、少し向上した。調べたことをもとに伝え合っている様子は見られたが、 

それらを関連付けて考えている児童は数人であった。 

 

②「社会科の学習で、単元の最初に単元を貫く問いを作ったり計画を立てたりすること

は、その後の学習にどうつながったか。」の質問では、次のような回答が得られた。 

 肯定的評価 否定的評価 

問いをつ

くる活動 

・問いをつくることで、その時代で

一番考えるべきことがわかった。 

 

予想と計

画を立て

る活動 

・計画を立てたから「何を調べれば

良いかわからない」ということが

なくなった。 

・予想を立てることで予想や考えの 

幅が広がり、いろいろなことを考 

えられるようになった。 

・予想と計画を立てたことで、社会 

 の学習が進みやすくなったと思 

う。 

・友達の予想を聞いて、気づかなか 

ったことにも気づいた。過去のこ 

とからも予想することができた。 

・予想は、何て書けば良いのかわ

からなくていつも発表できなか

った。 

調べ、探

究する活

動 

・自分から教科書を開いて自分で調

べることができるようになった。 

・班の人と話し合うことが多くなっ

た。 

・自分で調べることで、(学習した内

容が)頭に入ってくると思う。 

・わからない言葉があって調べて 

 も理解が追いつかないこともあ

って大変だった。 

その他 ・調べ学習が前よりも好きになっ

た。 

 

これらの結果から、本研究テーマである「社会的な見方・考え方を働かせ、主体的に課題 

を追究する力の育成」のために行った、単元を貫く問いを設定する活動と学習計画を立て

る活動は、効果もあったと考えられる。 

 

(3) 今後の課題 

① 教師のはたらきかけと児童の思考の乖離 

今回の実践の効果を感じる一方で、本時の研究授業に関しては、その課題がより明確 

に現れることとなった。予想を立てる活動では、児童が困惑し、予想を立てる活動そのも 

のが成立しなかった。既習事項を活用して考えることも難しく困っている様子だった。社

会的な見方・考え方を働かせる以前のところで思考が止まっている様子であった。つま

り、教師のはたらきかけが児童の実態に十分に合っていなかった可能性がある。 



 

 

協議会でもその点が議題に上がった。「そもそも“江戸幕府はどんな政策を行ったの

か”という単元を貫く問いが児童の言葉から出てきたものではない。児童の言葉を生かし

た問いにしたら良かったのではないか。」という意見が出た。前時の最後に単元を貫く問

いを立てる際、「徳川さんは何をしたのか。」という言葉が児童から出た。それを教師が

書き直した。その点が、反省点である。教科書的な表現ではなく、児童から出た素朴な表

現の方が児童にとっては考えやすかったのではないだろうかと考える。他にも「“政策”

という言葉自体が難しく児童が想像できなかったのではないか。」という意見も出た。児

童の言葉を書き直すのではなく、副題のようにして書いたり学習が進んでいく中で「幕

府」「政策」という言葉に変えていったりすると、児童の思考と教師が学ばせたいことに

ズレが生じなかったように思う。 

 

②  推測する力の向上と既習内容の理解 

本単元の次の「江戸の文化」「明治時代の発展」について学習する単元では、困った様

子もなく予想が児童から出てきた。その要因として“推測する力の向上”と“既習内容の

理解”が考えられる。 

本実践で取り組んだ、単元を貫く問いを立てる→予想と計画を立てる→調べ共有する→

知識の活用をするという学びのサイクルを毎単元繰り返して行うことで、その学習に少し

ずつ慣れ、推測する力がついていったのではないかと考える。また、授業の中でも前の時

代と比べたり前の時代に戻ったりすることを何度も行うことで、それまでの時代がどんな

時代なのか現在学習している時代と比較しながらイメージすることができたと考えられ

る。そのことが既習を生かして予想を立てる活動につながったのではないだろうか。 

たとえば、「どうして明治時代に入り、生活が発展したのか」について予想を立てる

際、「洋服を着たり、汽車が通ったり発展したのは、外国が影響している」「遣唐使のと

きもそうだけど、新しいものは外国から入ってくる」といったように、既習事項を活用し

て予想を立てていた。予想や学習計画を立てるには、歴史上の事象一つを追うのではな

く、その時代の様子を児童が想像して、初めて成立すると感じた。そして、そのことが社

会的な見方や考え方を働かせることにつながっていくと考えられる。 

これらのことを念頭におき、授業を実践していく必要がある。 
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